
　
私
は
大
学
で
「
公
共
政
策
論
」
を
教
え
て
い
る
。

公
共
政
策
の
対
象
は
、
介
護
、
保
健
医
療
、
教
育
、

運
輸
交
通
な
ど
幅
広
い
。
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）

も
そ
の
一
つ
だ
が
、
最
も
奥
が
深
く
、
か
つ
教
え
に

く
い
分
野
だ
。
な
ぜ
な
ら
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
目
的
は
、
あ
ま

り
に
も
多
義
的
で
、
合
理
と
非
合
理
が
交
錯
し
て
い

る
か
ら
だ
。

　
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
ど
こ
が
難
し
い
の
か
。
私
は
国
土
交
通

省
、
総
務
省
、
国
際
協
力
銀
行
（
Ｊ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
）、
J
I

C
A
な
ど
多
数
の
組
織
で
政
策
評
価
に
携
わ
っ
て
き

た
が
、
そ
の
経
験
に
照
ら
し
て
も
、Ｏ
Ｄ
Ａ
の
政
策

評
価
は
格
段
に
難
し
い
と
思
う
。

　
第
１
に
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー（
利
害
関
係
人
）が
多

い
。
現
地
の
人
々
（
直
接
的
受
益
者
や
政
府
）、
日
本

政
府
、
日
本
国
民
の
他
、
国
際
機
関
、
企
業
、
Ｎ
Ｇ

Ｏ
な
ど
多
種
多
彩
だ
。
例
え
ば
、
日
本
で
支
持
さ
れ

や
す
い
小
学
校
建
設
や
井
戸
掘
り
が
、
必
ず
し
も
現

地
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
。
逆
に

現
地
で
人
気
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
例
え
ば
パ
ン
の
配

給
）
よ
り
も
、
農
地
改
善
や
人
材
育
成
な
ど
の
方
が

効
果
が
高
い
と
い
っ
た
こ
と
が
起
き
得
る
。　

　
第
２
に
目
的
が
多
義
的
な
た
め
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
中
身
が
分
か
り
に
く
く
な
る
こ
と
が
あ
る
。
緊
急

食
料
支
援
が
重
要
で
も
、
外
交
的
配
慮
や
現
地
政
府

の
能
力
開
発
な
ど
の
狙
い
か
ら
、
小
学
校
で
の
給
食

支
援
事
業
に
な
っ
た
り
す
る
。

　
第
３
に
先
進
国
と
開
発
途
上
国
の
格
差
拡
大
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
今
さ
ら
追
い
付
け
る
の
か
疑
問
で
あ

る
。
自
立
発
展
の
た
め
に
は
、
国
内
の
人
材
と
制
度

の
整
備
、
慣
習
打
破
な
ど
地
道
な
積
み
重
ね
が
必
要

だ
。
と
こ
ろ
が
昨
今
は
ど
こ
に
で
も
海
外
か
ら
機
械

や
資
本
が
入
っ
て
き
て
、
一
見
、
何
で
も
で
き
て
し

ま
う
。
道
路
は
良
い
し
、
車
も
き
れ
い
だ
し
、
銀
行

Ａ
Ｔ
Ｍ
か
ら
携
帯
、
W
i-

F
i
ま
で
便
利
に
使
え

る
。
だ
が
イ
ン
フ
ラ
は
Ｏ
Ｄ
Ａ
、
ビ
ジ
ネ
ス
関
連
は

外
国
資
本
頼
み
で
内
発
力
は
弱
い
。
優
秀
な
労
働
者

は
育
っ
て
も
、
起
業
家
や
経
営
者
は
生
ま
れ
に
く
い
。

何
で
も
外
か
ら
入
っ
て
く
る
現
状
は
、
新
た
な
植
民

地
化
現
象
と
言
え
な
く
も
な
い
。

　
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
評
価
が
難
し
い
も
う
一
つ
の
理
由
は
、

そ
も
そ
も
そ
の
目
的
の
全
て
が
説
明
さ
れ
な
い
と
い

う
事
情
に
あ
る
。
公
共
政
策
の
目
的
は
、
普
通
は
明

確
だ
。
教
育
な
ら
学
力
。
鉄
道
な
ら
輸
送
安
全
、
利

便
性
、
コ
ス
ト
だ
。
と
こ
ろ
が
、
目
的
が
あ
え
て
不

明
確
に
さ
れ
て
い
る
公
共
政
策
が
２
つ
あ
る
。
公
共

事
業
と
Ｏ
Ｄ
Ａ
で
あ
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
自
体
の
目

的
は
分
か
り
や
す
い
。
ダ
ム
な
ら
洪
水
を
防
ぐ
、
職

業
訓
練
な
ら
人
材
を
育
て
る
。
だ
が
、
そ
れ
以
外
の

目
的
も
大
き
い
。
公
共
事
業
は
地
域
で
の
雇
用
創
出

で
あ
り
、Ｏ
Ｄ
Ａ
は
外
交
戦
略
で
あ
る
。

　
い
ず
れ
も
、
真
の
目
的
を
体
系
的
に
き
ち
ん
と
説

明
す
る
こ
と
は
政
治
的
に
難
し
い
。公
共
事
業
で
は
、

政
府
が
地
方
の
人
た
ち
に
「
お
た
く
の
地
方
は
貧
し

く
て
気
の
毒
だ
か
ら
生
活
を
支
援
す
る
」「
公
共
事

業
の
工
事
の
給
与
は
、
都
会
か
ら
田
舎
へ
の
形
を
変

え
た
仕
送
り
だ
」
な
ど
と
あ
け
す
け
に
言
え
る
も
の

で
は
な
い
。

　
Ｏ
Ｄ
Ａ
も
同
じ
だ
。
人
道
的
配
慮
は
も
ち
ろ
ん
あ

る
が
、「
貴
国
は
我
が
国
の
シ
ー
レ
ー
ン
（
中
東
石

油
の
輸
入
路
）
の
維
持
に
重
要
」
と
か
、「
隣
の
超

大
国
の
軍
艦
が
出
入
り
す
る
と
、
我
が
国
の
商
船
隊

が
締
め
出
さ
れ
る
リ
ス
ク
が
あ
る
」
と
い
っ
た
外
交

利
害
が
絡
む
場
合
も
あ
る
。
だ
が
そ
う
い
う
こ
と
は
、

決
し
て
口
に
し
な
い
の
が
外
交
の
本
質
だ
。
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
贈
る
の
に
、「
も
し
か
し
た
ら
将
来
、○
○
し

て
も
ら
え
る
か
な
と
思
っ
て
」
と
口
に
出
す
人
は
い

な
い
の
と
同
じ
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
個
人
レ
ベ
ル
だ
と
黙
っ
て
い
て
も
済
む

が
、
税
金
を
使
う
と
な
る
と
説
明
せ
よ
と
な
る
。
ま

た
、
公
共
事
業
も
Ｏ
Ｄ
Ａ
も
与
え
る
側
と
受
け
る
側

の
政
治
の
舞
台
で
、
し
ば
し
ば
批
判
さ
れ
る
。
公
共

事
業
の
場
合
、「
タ
ヌ
キ
し
か
通
ら
な
い
国
道
だ
」

と
揶
揄
さ
れ
、Ｏ
Ｄ
Ａ
で
は
「
財
政
難
の
我
が
国
に

他
国
を
援
助
す
る
余
裕
は
な
い
」
と
批
判
さ
れ
る
。

　
だ
か
ら
こ
そ
、Ｏ
Ｄ
Ａ
で
は
政
策
評
価
が
大
事
な

の
だ
。
し
か
し
、
そ
れ
も
や
や
も
す
れ
ば
、
分
か
り

や
す
い
費
用
対
効
果
の
分
析
で
済
ま
さ
れ
が
ち
だ
。

し
か
し
、Ｏ
Ｄ
Ａ
の
多
義
性
と
い
う
本
質
に
照
ら
せ

ば
、
と
う
て
い
数
字
だ
け
で
は
そ
の
本
質
は
説
明
で

き
な
い
。

　
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
政
策
評
価
は
階
層
別
に
行
う
。
基
本
は

「
１
９
９
８
年
度
の
○
○
国
△
△
市
の
浄
水
場
の
建

設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
意
義
は
？
」
と
い
っ
た
個
別
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
評
価
だ
が
、
そ
の
上
位
に
「
過
去
10

9

カリブ諸国では海洋国家である日本のノウハウを生かして漁業
分野の協力を展開中 （撮影：岡原功祐）

日本企業の進出が増えているベトナムでは、日本の支援により物流の効率化の
ための港湾整備が行われている （撮影：高橋智史）

年
の
○
○
国
の
公
共
交
通
分
野
で
の
援
助
の
成
果

は
？
」
と
い
っ
た
施
策
評
価
が
あ
る
。
そ
し
て
最
上

位
が
「
こ
の
数
十
年
の
我
が
国
の
○
○
国
へ
の
（
あ

る
い
は
世
界
の
公
共
交
通
分
野
へ
の
）Ｏ
Ｄ
Ａ
の
意

義
」
と
い
っ
た
抽
象
度
の
高
い
評
価
に
な
る
。
し
か

し
、
日
本
で
は
個
別
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
評
価
、
特
に

費
用
対
効
果
が
注
目
さ
れ
が
ち
だ
。

　
最
近
、
数
字
一
辺
倒
だ
っ
た
経
営
学
の
世
界
で
、

事
業
の
本
質
や
価
値
を
物
語
で
説
明
す
る
手
法
が

出
て
き
た
。
例
え
ば
、
数
年
前
だ
が
マ
ク
ド
ナ
ル
ド

は
黒
字
の
店
舗
を
「
企
業
イ
メ
ー
ジ
に
合
わ
な
い
」

と
い
う
理
由
で
数
十
も
閉
鎖
し
た
。
こ
の
事
例
な
ど

は
物
語
と
し
て
説
明
し
な
い
限
り
、
本
質
が
内
外
に

伝
わ
ら
な
い
。
な
ぜ
企
業
イ
メ
ー
ジ
が
大
事
か
、
な

ぜ
目
先
の
収
益
よ
り
も
持
続
可
能
性
な
の
か
は
、
目

先
の
業
績
数
値
だ
け
で
は
伝
え
ら
れ
な
い
。
楠
木
建

氏
の
『
ス
ト
ー
リ
ー
と
し
て
の
競
争
戦
略
―
優
れ
た

戦
略
の
条
件
』（
東
洋
経
済
新
報
社
）が
参
考
に
な
る
。

企
業
の
事
業
戦
略
は
、
か
つ
て
は
収
益
一
辺
倒
だ
っ

た
。
だ
が
最
近
は
、
提
携
戦
略
（
一
種
の
外
交
）
や

能
力
開
拓
、
持
続
可
能
性
の
追
求
の
た
め
に
目
先
の

収
益
を
犠
牲
に
す
る
戦
略
が
増
え
て
き
た
。

　
そ
こ
で
ス
ト
ー
リ
ー
が
必
要
に
な
る
。Ｏ
Ｄ
Ａ
の

政
策
評
価
や
価
値
の
伝
達
も
同
じ
だ
。
目
先
の
効
率

性
や
費
用
対
効
果
の
評
価
だ
け
で
は
、
真
価
は
伝

え
ら
れ
な
い
。
現
地
で
も
日
本
で
も
、
奥
の
深
い
こ

の
世
界
の
本
質
を
、
数
字
だ
け
で
な
く
物
語
も
駆
使

し
な
が
ら
説
明
し
て
い
く
べ
き
だ
。

O
D
A
の
真
価
は

　物
語
で
伝
え
よ
う
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